
武蔵野市 文化に関する市民アンケート調査報告 速報版 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 子どもの文化体験 

文化的な習い事、創作活動及び鑑賞・体験等をしている子ども 82.4％ 
※「あなたのお子さんは、学校の授業や課外活動、部活動以外で、過去１年間で文化的な催し 
や物事の鑑賞や体験、または文化的な活動をしましたか。（○はいくつでも）」という設問に、習 
い事、創作活動、鑑賞・体験、その他と回答した割合の合計  

    《18歳未満の子どものいる人が回答》 

■ 調査の実施概要 
 
目  的 武蔵野市文化振興基本方針（仮称）の策定にあたり、武蔵野市

民の文化的な体験・活動の実態や文化施策等に対する考えを把

握し、方針へと反映することを目的としています。 

対  象 武蔵野市に住民登録（平成28年11月1日現在）のある18歳以

上2,000名 

期  間  平成28年11月24日～平成28年12月12日 

回答率  37.8％（758件） 

-参  考- 

 上記調査結果との比較のため、周辺自治体住民の文化的な体験等を調

査（周辺自治体調査）。杉並区、練馬区、三鷹市、小金井市、国分寺市、国

立市、西東京市に住む16歳以上の人を対象。ウェブモニター方式。 

 12月１日～５日。回収数 824件 

１ 文化に対する関心 

文化に対して関心のある人 81.7％ 

※「あなたは、芸術の鑑賞や創作などの文化的な体験や活動に関心を持ってい

ますか。（○は１つだけ）」という設問に「関心がある」「どちらかというと関心があ

る」と回答した割合の合計 
 

 

○文化に対して関心を持っている人は８割を上回っており、多くの人が関

心を持っています。 

 

 

関心がある

48.5%

どちらかというと

関心がある

33.2%

どちらかというと

関心がない

12.9%

関心がない

3.4%

無回答

1.8%N=758

２ 過去１年間における鑑賞行動 

過去１年間で文化的な催し等を鑑賞した人 83.4％ 

※「あなたは、過去１年間で文化的な催しや物事を鑑賞しましたか。鑑賞した分

野をすべて選択してください。（○はいくつでも）」という設問に具体的な分野を１

つでも回答した人の割合 
 

 

○過去１年間に何らかの文化的な催しや物事を鑑賞した人は８割強で

す。周辺自治体調査では７割強でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 文化的な活動の取組状況 

現在、文化的な活動を行っている人 31.4％ 

※「あなたは、創作や公演・イベント等に関係する文化的な活動を行っていますか。

行っているものすべてに○をつけてください。（○はいくつでも）」という設問に具体

的な分野を１つでも回答した人の割合 
 

 

○現在、何らかの文化的な活動をしている人は３割程度でした。過去に活

動していた人は２割程度おり、合計すると約半数の人が何らかの文化的

な活動をしたことがあります。周辺自治体調査では、現在、何らかの文化

的な活動をしている人は２割強でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.6 

33.8 

70.8 

1.9 

11.6 

3.2 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80%

N=216

習い事をしている

自主的な創作活動をしている

鑑賞・体験をしている

その他

鑑賞・体験・活動はしていない

わからない

無回答

○何らかの習い事をしている子どもは４割強、創作活動をしている子どもは３割強、過去１ 

年間に、鑑賞や体験をした子どもの割合は７割程度です。 

○大人の文化活動の状況と同様に、多くの子どもが何らかの形で文化活動をしていること 

が分かります。 

  ○市民文化会館 66.4％ ○芸能劇場 19.3% ○公会堂 48.0% ○スイングホール 44.5% ○吉祥寺美術館 35.9% ○吉祥寺シアター 20.3% ○武蔵野プレイス 54.9% ○コミュニティセンター 63.9% 

５ 文化施設等を利用したことがある人の割合 

※集計は小数点第２位を四捨五入して表記 

50.4 

54.5 

54.9 

27.4 

14.2 

8.7 

21.2 

38.3 

2.2 

7.9 

7.7 

1.0 

0% 20% 40% 60%

N=758

音楽（オーケストラ、吹奏楽、オペラ、合唱、ポップス、ジャズ、ロックなど）

美術（絵画、彫刻、工芸、陶芸、写真など）、デザイン

映画（アニメーションを含む）

演劇（ミュージカルを含む）、舞踊（バレエ、ダンスなど）

華道、書道、盆栽などの生活文化

文芸（文学館等での展示、作家の講演など）

芸能（歌舞伎、能・狂言、雅楽、文楽、講談、落語、浪曲、漫才、漫談など）

歴史的な街並み、文化財、遺跡などの展示・ツアー

その他

鑑賞したかったが、できなかった

鑑賞しなかった

無回答

4.1 

4.2 

4.5 

5.8 

6.9 

2.8 

1.8 

1.7 

3.7 

5.8 

1.2 

0.7 

2.9 

1.2 

3.0 

2.9 

21.6 

43.9 

3.1 

0% 20% 40% 60%

N=758

文芸（詩・俳句の創作、文芸誌・ミニコミ誌の執筆・編集・発行も含む）

クラシック音楽の演奏

ポップス、ジャズ、ロック等の演奏・制作

合唱、歌唱

美術（絵画、彫刻、陶芸など）の制作

写真撮影（作品など、公開・発表するものに限る）

映像制作（映画、アニメーション、動画投稿など）

演劇（ミュージカルを含む）

舞踊（バレエ、ダンス、日本舞踊など）

華道、茶道、書道、盆栽などの生活文化

古典芸能（歌舞伎、能・狂言、雅楽、文楽）

その他の芸能（講談、落語、浪曲、漫才、漫談）

デザイン（グラフィックデザイン、プロダクトデザインなど）

歴史的な街並み、文化財、遺跡などの保存活動

アートイベント、音楽イベント等

その他

過去に活動していたが、いまはやっていない

活動したことはない

無回答
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７ 文化的なまちであるために必要なこと 

１位 身近に鑑賞・活動できる場所があること 

２位 子どもが文化に触れ、心豊かに成長すること 

３位 身近に自然歴史が感じられ、市民が大切にしていること 

  ※ あなたは、武蔵野市が文化的なまちであるためには、どのようなまちであること
が必要だと思いますか。（○は３つまで） 
 

○美術や音楽が身近に楽しめることのほか、特に子どもが文化に触れること

が大切だと感じられています。 

 

 

６ 武蔵野市のイメージ 

１位 身近に自然を感じられるまち 

２位 様々な食を楽しめるまち 

３位 美しい景観・街並みのあるまち 
  ※武蔵野市に住んでいて、市のイメージとして実感することはありますか。（○は
いくつでも） 
 

○身近に自然を感じられるまちというイメージが特に多いほか、消費活動

や街並みにかかわるイメージが多くなっています。 

 

８ 市の文化施設に対する期待 

１位 子どもが鑑賞や文化的な体験ができる事業 

２位 一流のアーティストや作家を招いた芸術性の高い事業 

３位 伝統的な文化に触れることのできる事業 
  ※あなたが、武蔵野市が文化的なまちであるために市の文化施設で行ってほし
いと思う事業は何ですか。（○はいくつでも） 
 

○子どもが鑑賞・体験できる事業や芸術性の高い事業に対する期待が多

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.3 

18.1 

10.8 

10.8 

28.9 

36.5 

17.7 

10.7 

26.4 

15.0 

20.7 

17.9 

24.8 

30.5 

11.6 

64.5 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80%

N=758

身近に美術を楽しめるまち

身近に音楽を楽しめるまち

歴史や伝統を感じられるまち

新しい価値観に触れられるまち

知る人ぞ知る店やスポットのあるまち

様々な食を楽しめるまち

自分の居場所を見出せるまち

人と出会うチャンスがあるまち

多様な住民が住むまち

創造的な市民が多く住むまち

地域にコミュニティが根付くまち

障害者・高齢者にやさしいまち

地域のイベント・祭が盛んなまち

美しい景観・街並みのあるまち

都会的な喧騒が心地よいまち

身近に自然を感じられるまち

無回答

48.7 

18.9 

23.5 

13.7 

14.4 

11.5 

16.5 

38.9 

27.3 

33.5 

2.1 

2.5 

0% 20% 40% 60%

N=758

美術や音楽を身近に鑑賞・活動できる場所があること

新しい文化に触れられる場所があること

伝統的な文化が大切にされ、継承されていること

自分好みのお店やスポットがあること

アーティストやクリエイターなど、創造的な市民・来街者がいること

多様なバックグランドを持つ市民を受け容れ、共生すること

地域コミュニティの活動が活発で、引き継がれていくこと

子どもが文化に触れ、心豊かに成長すること

高齢者や障害者も垣根なく、安心して豊かに暮らせること

身近に自然・歴史が感じられ、市民が大切にしていること

その他

無回答

９ 文化的なまちであるために市民が行うとよいこと 

１位 史跡や自然を大切にする 

２位 市内で行われている催しを鑑賞・体験する 

３位 子どもに文化的な体験をさせ、親しみを持たせる 
※一般的に考えて、武蔵野市が文化的なまちであるために市民自身が行うとよいと思うことは何ですか。（○はいくつでも） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.4 

27.8 

23.2 

33.8 

22.2 

23.7 

17.5 

12.4 

42.7 

25.9 

22.6 

16.0 

2.4 

5.1 

4.1 

0% 20% 40% 60%

N=758

一流のアーティストや作家を招いた芸術性の高い事業

新しい文化や考え方に触れることのできる事業

市外からも多くの人が訪れるような集客力のある事業

伝統的な文化に触れることのできる事業

若いアーティストや作家の育成

市内在住のアーティストや作家との連携

市内で活動する団体や個人への支援

市民と一緒に企画・実施する事業

子どもが鑑賞や文化的な体験ができる事業

障害者や高齢者も参加しやすい事業

経済的に恵まれていない人も鑑賞しやすい事業

学校やコミュニティセンター等に出張して行う地域連携事業

その他

特にない

無回答

48.9 

23.9 

25.7 

28.4 

31.3 

51.1 

27.0 

35.0 

15.3 

44.5 

32.5 

28.0 

1.8 

4.5 

0% 20% 40% 60%

N=758

市内で行われている催しを鑑賞・体験する

サークル活動や趣味の集まりなど、自分で文化的な活動を行う

地域コミュニティに参加し、地域を盛り上げる

市内の商店・飲食店でショッピングや飲食をする

日常的に文化的な物事に触れるようにする

史跡や自然を大切にする

新しい文化や考え方に関心を持つ

地域の歴史や伝統を大切にする

新しい住民や来街者に対して寛容になる

子どもに文化的な体験をさせ、親しみを持たせる

高齢者や障害者が暮らしやすい雰囲気をつくる

異なる文化や多様な価値観に触れ、お互いを認め合う

その他

無回答

１０ 文化的なまちであるために行政が行うとよいこと 

１位 子どもが文化的な体験・活動ができる事業を行う 

２位 文化施設にて、より質の高い事業を行う 

３位 市の文化的な魅力を広く周知する 
  ※ あなたが、武蔵野市が文化的なまちであるためには、行政が行うとよいと思うことは何ですか。（○はいくつでも） 

 

 

23.6 

42.1 

47.8 

26.8 

21.8 

27.6 

20.4 

23.2 

22.7 

30.1 

30.3 

10.3 

3.3 

5.0 

0% 20% 40% 60%

N=758

文化施設にて、より多くの事業を行う

文化施設にて、より質の高い事業を行う

子どもが文化的な体験・活動ができる事業を行う

障害者や高齢者などに配慮した事業を行う

経済的に恵まれない人に文化を体験する機会を提供する

市民や民間の活動について積極的にPRを行う

市民や民間の活動を充実させるための助成を行う

地域コミュニティが持続的に活動できるよう支援する

新しい住民が地域コミュニティに参加しやすいようにする

地域の伝統行事や文化財を保護し、次世代に継承する

武蔵野市の文化的な魅力を広く周知する（シティプロモーション）

行政よりも市民や民間に委ねる方がよい

その他

無回答

○子どもに文化的な体験・活動 

の機会を提供することの他、 

質の高い事業へのニーズが 

高くなっています。 

○史跡や自然を大切にすること、 

自身や子どもが鑑賞・体験を 

することが多くなっています。 

 

平成 29 年 4 月 市民部市民活動推進課 

Gatu  
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